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[緒言]  

熱活性化遅延蛍光（TADF)は第三世代の発光材料として大きく注目されている。TADF では熱エネ

ルギーにより、T1→S1 の比較的遅い逆項間交差を利用するため、酸素とのエネルギー交換による

T1 の失活が問題となるとされる。我々はこれまで、TADF 分子である 4CzIPN の単相分子膜を利

用した基礎的研究をおこなってきた[1,2]。今回、4CzIPN の単分子膜と酸素の反応に着目し、STM

を用いた分子レベルでの評価を行ったので報告する。 

[実験]   

4CzIPN の単分子層は、Cu(111), Au(111), Ag(111)などのいくつかの金属単結晶表面を基板として真

空蒸着により作製した。単分子層の分子配列構造は室温超高真空下で STM により行った。電子状

態は Photon Factory BL-13B において光電子分光をおこなった。 

[結果と考察]   

Fig. 1 に、 Cu(111)上の 4CzIPN単分子層を Torrの酸素雰囲気に暴露した場合の構造変化を in-situ

で STM 計測した結果を示す。4CzIPN 単分子層は特徴的なカゴメ格子を形成するが、酸素への曝

露に伴い、カゴメ構造が崩壊し、新たな秩序構造を形成した。この極めて特徴的な変化は、Cu(111), 

Ag(111)上の単分子層で同様に観察されたが、Au(111)では観察されなかった。これらの基板上の分

子配列は僅かに異なっており、これが酸素との反応性の違いを生じている可能性がある。 

Cu(111), および Ag(111)上の単分子層の酸化反応過程の光電子分光では、主に 4CzIPN 分子の

窒素の内殻軌道の僅かな変化と同時に、仕事関数の増加とフロンティア軌道のエネルギ状態の変

化が見られたことから、分子が酸素と反応している可能性が示唆された。本反応の詳細は、未だ

わかっていないことが多いが、講演ではなるべくその詳細を議論したい。 
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   Fig.1 

     Cu(111)上の 4CzIPN 単分子層を 1x10-7 Torr

の酸素雰囲気に曝した場合の構造変化の in-

situ STM計測 (室温）。 
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